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制御の対象を電話網だけでなく人間
の行動にまで拡大した点と強制無し
でユーザの自発的行動を促す仕組み
を作った点です。強制的な規制は反
発を招き輻輳緩和という観点では逆
効果になりがちですがユーザ自らの
意思による行動のためストレスも少
なく輻輳緩和に寄与します。

人間の行動を利用することで災害時
に従来よりも繋がりやすい状況を作
り出すことを目指しています。電話
以外の手段への誘導にも研究対象を
広げ、早期の安否確認実現だけでな
く、通話サービスを人命救助や復旧
のために、より多く割り当てること
を目指しています。
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Control to induce voluntary reduction of call duration  

• 電話番号の末尾によりユーザのグループ分けを行います。（各グループの人数はほぼ均等です [1]）
• グループごとに発信可能時間帯を設けて、ある時間帯にはあるグループのみ発信可能とします。
• 電話はいつでも受けられます。
• 通話時間の制限はありません。

つながった

○

いつでも発信可

今の時間帯は私たち

だけ発信できる

つながりやすい

○○
X

ユーザはより早期により

多くの人の安否確認をし

たいため通話時間を自

ら短縮

末尾1グループ

のみ発信可能

末尾3グループ

のみ発信可能

60分10分割例

提案手法 （整理券法）

1 20

平均値3割（161秒→111秒）減少 [2]

最頻値3割（140秒→100秒）減少 [2]

音声通話は災害時に最も重要な通信
手段の一つですが、思うように繋が
らない問題があります。発信可能時
間帯を規制することで従来よりもつ
ながり易くすると同時に、その情報
を提示することで人の行動を変化さ
せ需要そのもの（通話時間）を減少
させます。

0.1 (人数)×1.33 (一人当たり単位時間発信数比)

= 0.133 > 1/10

呼量 ＝ 一人当たり単位時間発信数×平均通話時間

＝ 0.133 × 0.691

＝ 0.092  <  1/10

一人当たり単位時間発信数

はやや上昇。(1→1.33)

しかし、全体負荷（呼量）は

１/分割数よりも削減！

7

1

高

低

← 従来[3]

← 整理券[3]

従来法

通話時間減少 全体負荷

発信者ストレス

整理券法

次の時間帯は

私たち
発信はできない

けど、通話は

そのまま継続

できる

XX XXXX XXXX XX

規制 規制

X

大多数がつながらない！

X

災害時の安否確認通話をつながりやすく

～通話時間の自発的短縮を促す発信規制法 ～
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